
序

我が国における帝王切開分娩数は年々増加して

おり，母子保健の主なる統計１）によると，1984

年の帝王切開が7.3％であったのに比し，2005年

は17.5％と20年余りで10％以上の増加となって

いる．茆原らが２），増加の原因を Williams

Obstetrics21thed３）で挙げられている要因を

基に検討したところ「高年齢出産の増加」，「1970

年代からの胎児モニタリング機器の出現」，「骨

盤位の帝王切開率の上昇」，「出産回数の減少」さ

らに「社会経済的要因」が，我が国の帝王切開率

上昇の要因となりうると述べている．このように

多要因のもと我が国における帝王切開分娩が出産

方法として増加している現在，母性看護実習にお

いても帝王切開分娩率の増加の与える影響を考慮

する必要があると考える．

母性看護実習における帝王切開分娩見学に関す
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母性看護実習における教育効果

―帝王切開分娩見学の意義を検討して―

島田文恵１），長谷川ともみ２），北 悠理１），二川香里２），

西村佳余子２），永山くに子２）

１）前富山大学医学部看護学科

２）富山大学医学部看護学科

要 旨

帝王切開分娩が増加傾向にある現在，母性看護実習においても帝王切開分娩見学の意義を検討

することは重要である．前回の報告では，帝王切開分娩を見学した学生の実習後の母性意識に変

化はみられなかったが，本研究では，新たな試みとして，見学希望者全員が見学する方法から受

持ち学生が見学をすることとし，その教育効果を明らかにすることを目的とした．

研究対象は，本学において2001年から2004年まで母性看護実習を受けた222名中調査協力が

得られた167名の看護学生であった．母性意識を測定する尺度として母性理念質問紙を用い，母

性看護実習前後に質問紙調査を行った．統計解析として，体験項目による母性意識の変化につい

て，多重ロジスティック回帰分析を行った．有意水準は5％とした．倫理的な配慮として，研究

への協力は自由であり，成績には影響しないことを対象者に伝えた．

その結果，母性看護実習前後で母性意識は有意に上昇した．帝王切開分娩について見学希望者

全員が見学する方法から受持ち学生のみの見学にしたところ，母性理念質問紙において否定項目

の低得点群（母性意識を否定しない群）においては，母性意識が維持・上昇した．

以上より，帝王切開分娩の見学実習においては，産婦受持ち学生のみの見学とすることが母性

意識の維持・高揚の点では効果があると示唆された．

キーワード

母性看護，教育効果，帝王切開分娩，母性意識



る先行研究は数少ない。

本学では2001年に1997年から2000年にかけて

の母性看護実習における実習効果を母性意識の高

揚の観点から報告を行った４）．前回調査時は，見

学を希望する看護学生による帝王切開分娩見学実

習としていた．この場合，学生の実習前後におけ

る母性意識の上昇は認めなかった．これらの結果

をふまえ，実習方法を変更し，帝王切開の分娩見

学実習を受持ち看護学生のみに行うこととした．

すなわち，偶発的な帝王切開分娩見学実習を差し

控えた実習展開を行った．

本学の母性看護実習では，一般目標を「周産期

における母子の身体的・精神的・社会的特徴を理

解し，各々の日常生活が健康的に，かつ母親とし

て適応できるよう看護上の課題を判断し，セルフ

ケアに向けて総合的な母性看護活動を体験する．

それらをとおして学習を内面化し，自己の生命観・

母性観を確立する」としている５）．

また一般目標に基づき，分娩期における個別行

動目標を「分娩期における産婦の身体的精神的苦

痛に共感することができ，安楽への援助ができる」

「出生直後の母と子のかかわりを観察できる」と

して実習を展開している５）．そのため対象妊産褥

婦や新生児の身体的変化を習得することにとどま

らず，対象者への共感的理解に主眼を置いている．

これらの考えに基づき実習方法を受持ち制とする

ことは，妊産褥婦にじっくり関わり，関係性を築

くことを助け，学生の対象者への共感的理解を深

めると考えている．

帝王切開分娩の見学実習においても同様であり，

帝王切開分娩となる医学的適応や手術前後の身体

的変化だけではなく，母子の愛着形成や産婦の心

理的変化へも目を向け，産婦への共感的理解を図

ることは重要である．

そこで母性看護実習前後での学生の母性意識を

調査し，また実習の教育効果を把握し，今後の学

生指導に役立てる目的で本研究を行った．その結

果，実習方法を変更後母性意識の高揚に帝王切開

分娩見学が影響を与えるようになったという結果

が得られたのでここに報告する．

用語の定義

母性意識：本研究では，母性意識を花沢の概念に

基づき，「女性が母親になる，あるいは母親であ

ることの自覚と，その自覚に基づく妊娠・分娩・

育児への態度や価値観との両者を包括する概念」６）

とした．

実習体験項目：本研究における実習体験項目とは，

本学母性看護実習における教育目標に則り実習中

に学生に体験の機会を積極的に提供している，正

常分娩見学，帝王切開分娩見学，NICU見学（受

持ち褥婦やその家族と同伴），乳房マッサージ，

授乳介助，瓶哺乳の６項目とする．なお，バイタ

ルサイン測定，沐浴およびオムツ交換は，ほとん

どの学生が体験している項目のため今回の調査か

らは除外した．

帝王切開産婦受持ち：産婦から帝王切開分娩見学

の承諾が得られ，少なくとも前日から関わり，分

娩後も実習終了まで継続して援助する実習体制．

研究方法

１．調査対象

調査期間内に母性看護実習を行った本学４年次

女子学生222名を対象とした．

２．調査期間

2001年４月～2004年10月

３．方法

帝王切開分娩見学の方法として，2000年まで

は受持ち妊産婦が帝王切開分娩となった場合以外

にも学生の見学希望があれば，産婦の学生見学の

了承を得た上で対象産婦との関わりを開始し，帝

王切開分娩見学を行っていた．

2001年からの実習方法変更後は，受持ち妊産

婦が帝王切開分娩を予定している場合および受持

ちしていた妊産婦が緊急帝王切開による分娩が決

定した場合に帝王切開分娩を見学することとした．

学生は見学のみならず妊娠後期から受持つことで，

帝王切開分娩までの術前の準備や術後のケア，母

子対面，育児の場面に関わる事ができた．

「母性意識」の測定スケールとして「母性理念

質問紙」６） を用いた．母性看護実習前後に，自

記式・留め置き回収法にて調査を行った．本学で

母性看護実習における教育効果
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は，1997年以降継続して「母性理念質問紙」６）を

用いた調査を行っている．

「母性理念質問紙」６）の質問項目は27項目で，

母親役割を肯定する項目18項目（以下肯定項目

とする）と母親役割を否定する項目9項目（以下

否定項目とする）からなっている．肯定項目と否

定項目をそれぞれに分析対象としている．採点は

各項目について「非常にそう思う」を+2点から，

「非常にちがう」を 2点の5段階評定とした．肯

定項目，否定項目別に得点を集計し，実習前後の

得点変化をt検定を用いて分析した．

実習中に学生が体験した実習項目は，実習体験

項目チェックリストより抽出した．

また実習後に母性意識得点の上昇や下降にどの

ような実習体験内容が影響を与えるのかを知るた

めに，実習中に学生が体験する項目を用いて多重

ロジスティック回帰分析を行った．まず実習前の

元々の母性意識の違いを考慮し，肯定・否定項目

別に実習前の得点が平均点以上の者（高得点群）

と平均点以下の者（低得点群）の４群に分けた．

その後に実習後の変化を検討するにあたり，4群

いずれにおいてもオッズ比が高くなることが実習

後の母性意識の維持または高揚を示すと考えられ

るように，以下のように比較群を設定した．

実習前後での変化については，4群の中で，実

習前の得点と比較し実習後の得点が2点以上上昇

したものを「上昇群」，2点以下の下降があった

ものを「下降群」と更に群分けをして各群を比較

した．この際肯定項目の上昇群は母性意識が高揚

し，否定項目の上昇群は母性意識が低下すると解

釈できる．また実習前後の得点差が １から1点

と変化しなかったものを「比較群」に含めた．

「比較群」とは，各群において母性意識の変化を

もたらさなかった群として考えた．肯定項目，否

定項目それぞれにおいて，高得点群では下降群

（ 2点以下）と比較群（上昇群と変化のなかった

群： 1点以上），低得点群では上昇群（2点以上）

と比較群（下降群と変化のなかった群：1点以下）

とで各実習体験項目について多重ロジスティック

回帰分析を行った．

以上は，本学の前回調査報告４）と同じ手続き

をとった．

本研究における「母性理念質問紙」６）のα係数

は0.65～0.7であり，内的整合性は比較的高いと

言える．

分析は統計解析用ソフトSPSS13.0Jを用いた．

倫理的配慮として，対象者には調査の記載内容，

および提出の有無は実習評価へは全く影響しない

ことを口頭にて説明し，回収をもって本研究に同

意し，協力を得られたものとした．

富山大学看護学会誌 第７巻２号 2008
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表．1 母性意識（肯定項目：18項目）設問別得点の実習前後の変化 n=167

肯定項目 実習前 実習後

M SD M SD

1．妊娠は，女にとってすばらしい出来事である． 1.50 0.63 1.73 0.55 ***

2．赤ちゃんを産むことができるのは，女の特権である． 1.44 0.62 1.53 0.70

4．赤ちゃんを産んではじめて，子どもの可愛らしさがわかる． -0.30 1.04 -0.53 1.22 **

5．赤ちゃんを無事に産むためなら，どんな苦しみも我慢できる． 0.56 0.74 0.83 0.97 ***

7．女は子どもを産むことで，自分が生きた証拠を残すことができる． 0.19 0.94 0.21 1.09

8．どんなことをしても，赤ちゃんは母乳で育てるべきである． -0.07 0.88 0.01 0.94

10．子どもを産んで育てるのは，社会に対する女性のつとめである． -0.34 0.92 -0.28 0.96

11．女は子どもを持つことで，人生の価値を知ることができる． 0.19 0.91 0.23 1.14

13．育児は女に向いている仕事であるから，するのが自然である． -0.16 0.92 -0.12 1.03

14．子どもを産んで育てることは，自分の成長につながる． 1.48 0.57 1.59 0.64 *

16．子どもを産んで育てなければ，女に生まれた甲斐がない． -0.71 0.88 -0.51 1.05 **

17．子どもがいることで，家庭生活はより楽しくなる． 1.25 0.65 1.47 0.66 ***

19．わが子の成長を見届けるために，長生きしなければならない． 0.75 0.80 0.97 0.81 ***

20．母親がわが子を自分の一部だと感じるのは当然のことである． 0.56 0.92 0.90 0.99 ***

22．わが子のためなら，自分を犠牲にすることができる． 0.58 0.78 0.83 0.83 ***

23．子どもを育てるのは，産みの母が最良である． 0.68 0.91 0.78 0.92

25．わが子の存在を感じるだけで，毎日の生活に張りがでる． 0.87 0.70 1.23 0.63 ***

26．育児に専念したいというのが，女の本音である． -0.07 0.80 0.21 0.92 ***

全体 8.40 6.74 11.09 8.52 ***

*p<.05 **p<.01 ***p<.001 （質問項目の出典：花沢成一，母性心理学，医学書院，1992．）

表．2 母性意識（否定項目：9項目）設問別得点の実習前後の変化 n=167

否定項目
実習前 実習後

M SD M SD

3．妊娠した自分の姿は，想像しただけでみじめである． -1.27 0.67 -1.37 0.77

6．女だけが妊娠やお産の苦労をするのは，不公平である． -0.30 0.91 -0.62 1.01 ***

9．予定していない妊娠の場合は，人工中絶もやむを得ない． -0.07 0.77 -0.16 0.83

12．結婚生活を楽しむためには，子どもをつくらないほうがよい． -0.96 0.74 -1.04 0.85

15．わが子を他人に預けてでも，自分の仕事は続けるべきである． -0.40 0.69 -0.31 0.68

18．育児は妻だけでなく，夫も分担すべきである． 1.54 0.55 1.70 0.50 ***

21．育児に追われていると，若さが早く失われる． 0.04 0.99 -0.34 0.95 ***

24．育児から開放される時に，人間らしい自由な生活ができる． -0.66 0.73 -0.74 0.77

27．母親が子どもの成長を生き甲斐にするのは間違っている． -0.71 0.89 -0.82 0.94

全体 -2.79 3.23 -3.69 3.70 ***

*p<.05 **p<.01 ***p<.001 （質問項目の出典：花沢成一，母性心理学，医学書院，1992．）

表．3 母性意識に影響する実習体験のオッズ比
群 n 正常分娩見学 帝王切開見学 NICU見学 乳房マッサージ 授乳介助 瓶哺乳

肯定項目※

高得点群 88 0.90 1.54 1.03 0.67 0.60 1.18

（比較群/下降群）＃

低得点群 79 1.08 0.57 1.85 1.01 0.86 0.66

（上昇群/比較群）§

否定項目※※

高得点群 77 0.79 0.55 1.26 1.07 1.90 0.34

（下降群/比較群）＃

低得点群 90 1.48 6.31* 1.10 0.74 2.27 2.99

（比較群/上昇群）§

*p<0.05
※ ：肯定項目の高得点群は実習前の平均点（9点）以上，低得点群は平均点（8点）以下の群別
※※：否定項目の高得点群は実習前の平均点（-2点）以上，低得点群は平均点（-3点）以下の群別
＃ ：肯定項目，否定項目の高得点群での比較群は実習後の得点が-1点以上の群，下降群は-2点以下の群
§ ：肯定項目，否定項目の低得点群での上昇群は実習後の得点が2点以上の群，比較群は1点以下の群



結 果

１．対象者について

本調査における「母性理念質問用紙」6）の回収

数は214名（96.4％）であり，うち有効回答数

167名（78.0％）であった.

対象学生が実習中に体験した項目を図．１に示

す．

また実習中に新生児のバイタルサイン測定，沐

浴，オムツ交換はほぼ全例に近い学生が体験して

いた．

２．母性意識の変化

実習前後の母性意識の変化を表．1および表．2

に示す．

2001年～2004年における肯定得点の得点範囲

は 17～31点，否定項目の得点範囲は 14～12点

であった．

実習前の肯定項目の最低点は 13点，最高点は

23点，平均点は8.4点（SD6.7），否定項目の最

低点は 13点，最高点は7点，平均点は 2.8点

（SD3.2）であった．

実習後の肯定項目の最低点は 17点，最高点は

31点，平均点11.1点（SD8.5）であり，否定項

目の最低点は 14点，最高点は12点，平均点 3.7点

（SD3.7）であった．

実習前後の母性意識得点の変化は，実習後に実

習前と比較し，表．１に示す通り肯定項目は有意

に上昇が見られ（p<0.001），表．２に示すように

否定項目は有意に下降しており（ｐ<0.001），母

性意識は実習後に有意に高くなっていた．

肯定項目において，実習後に得点の上昇したも

の（2点以上の上昇）は，101人（60.5％），変化

のなかったもの（ 1～１点）は31人（18.6％），

下降したもの（2点以上の下降）は35人（21.0％）

であった．否定項目においては，得点上昇者は

32人（19.2％），変化のないものは61人（36.5％），

得点下降者は74人（44.3％）であった．そのう

ち肯定項目得点が下降し，なおかつ否定項目得点

も上昇したものは７人（4.2％）であった．

母性意識の設問別にみた実習前後での変化にお

いては，表．１に示す通り，肯定項目では18項目

中10項目に有意に得点の上昇を認め（ｐ<0.05～

0.001），10項目で母性意識が有意に上昇したと言

える．否定項目では，表．２に示すように9項目

中2項目に有意に得点の下降を認め（ｐ<0.05～

0.001），否定項目中２項目において母性意識が有

意に上昇したと言える．

３．実習体験項目毎の母性意識の変化

実習前と比較して，実習後母性意識得点が上昇

または，下降にどのような実習体験が影響を与え

るかを分析した（表．3）．

肯定項目においては，高得点群，低得点群ともに，

各体験項目との間に有意な関与は認められなかっ

た．

否定項目の低得点群において，帝王切開分娩見

学のオッズ比は6.31（ｐ<0.05）であり，母性意

識に帝王切開分娩見学が有意に影響を与えるとい

う結果であった．その他項目においては有意な関

与はみられなかった．

否定項目高得点群においては，有意な関与を認

めた項目はなかった．

考 察

１．母性意識の変化について

母性意識においては，実習前と比較し実習後に

有意に高まっており，これは坂梨ら７）をはじめ

とし数々の先行研究と一致する結果であった．

また本学における前回調査と同様の結果となっ

た４）．

このことから本学における母性看護実習は，母

性意識の高揚に有効であったと言える．前回調査

と同様の結果であったことから，4年が経過し学

生を取り巻く環境や実習環境に変化が見られてい

る中においても，母性看護実習の母性意識高揚に

果たす役割は同様に得られていると言える．

本調査では，表．3に示すように否定項目低得

点群における帝王切開分娩見学以外の各実習体験

項目において，そのひとつひとつは母性意識に有

意な影響を与えているわけではないとの結果が得

られた．このことから，母性看護実習全体として

実習そのものが母性意識の高揚に有効であったと

言える．坂梨ら７）は調査の中で，学生は実習を

通して，母親の育児行動を見たり，学生自身が新
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生児の看護において母親行動の体験をしたことが

母性意識の変化の誘因になったのではないかと述

べている．実習全体を通して，母と子の関わり，

愛着形成の過程を見学すること，学習することを

大切にしていくことが，学生の母性意識の高揚に

は有効であるという事が言えると考える．

しかし，結果に示すように肯定項目得点が下降

し，否定項目得点も上昇したケースは7名（4.2%）

であった．坂梨らの調査では，肯定項目得点下降

かつ否定項目得点上昇したケースが92名中8名

（8.7%）であった７）．本研究では4.2%と坂梨ら７）

の調査と比較し，約半数という結果ではあったも

のの，少数ではあるが肯定項目得点，否定項目得

点ともに実習後に母性意識低下を示す結果へ変化

したケースが存在している．竹ノ上ら８）が「こ

の時期の看護学生の母性性の意識構造が，単純な

一面的な発達をするものではなく，多くの発達的

側面を持っている」と述べているように，看護学

生の母性性の変化は複雑な発達過程をたどると考

えられる．そのような発達過程にある学生におい

て，母性看護実習が全ての学生に対して母性意識

高揚に働くわけではないということが理解できる．

２．帝王切開分娩見学と母性意識について

実習体験項目の母性意識に与える影響について

は，結果に示す通り，否定項目低得点群での帝王

切開分娩見学がオッズ比6.31で母性意識得点の

低下に有意に影響を与えていることが示された．

つまり実習前に母性意識の否定項目得点が平均よ

り低い群において，帝王切開分娩見学を行うこと

で実習後の否定項目得点が有意に低下するという

結果であった．

否定項目は母性意識を否定する項目であり，こ

の得点が低いということは，すなわち母性意識を

肯定していると言える．否定項目が平均点以下の

群とは，母性意識を否定項目において肯定してい

る群と言える．母性意識を肯定するということは，

母性意識が高いと言えると考える．また実習前に

比較し実習後に否定項目得点が低下するというこ

とは，実習後に母性意識をより肯定するようになっ

たことを示している．今回の結果は，否定項目に

おいてのみではあるが，実習前に母性意識が平均

より高い群に対して帝王切開分娩見学を行うこと

で，更に母性意識を肯定するようになった，つま

り母性意識を維持・上昇させたことを示していた

と考えられる．

このことは，前回調査の結果を受け実習方法を

変更したことが大きく影響していると考えられる．

実習方法の変更後，受持ち妊婦のみの帝王切開分

娩見学としたことで，対象妊婦の身体の変化だけ

ではなく，帝王切開分娩に向けての心理的変化や

分娩後の変化，母子の愛着形成の様子を観察する

ことができている．また帝王切開分娩に至る妊婦

は，何らかの医学的適応があって帝王切開分娩を

選択するが，学生が妊娠中から受持ちをすること

で，妊婦の持つ疾患や置かれている状況を学習し，

理解し，対象妊婦と信頼関係を築いた上で帝王切

開分娩見学を行うことができたと考えられる．前

原９）が「思春期・青年期に，身近な人の母性行

動を観察したり，乳幼児と接触する体験をすると，

母性意識の発達が促進される」と述べるように，

妊婦と信頼関係を築いた上での見学は，学生自身

が帝王切開分娩を「自分の身近な人の出産」とし

て捉えやすい状況を作り上げ，そのことが母性意

識に影響を与えた結果となったと考えられる．対

象産婦との信頼関係の形成が，帝王切開分娩見学

において母性意識を維持・高揚させる上では重要

であると考えられる．

帝王切開分娩は，手術室という特殊な環境にお

いて行われるため，ほとんど手術室に入室経験の

ない学生にとっては，その環境下に置かれるだけ

でも緊張を感じ，適応するだけでも大変なストレ

スを感じる場合もあると考える．また，開腹手術

という特殊性から，場合によっては生命誕生の場

面として捉えにくいという一面も考えられる．対

象学生は，成人看護実習において手術室実習も体

験しているが，母性看護実習と手術室実習の実習

時期の前後関係は決まっておらず，学生によって

ランダムに組まれている状態である．そのため帝

王切開分娩の見学実習で初めて手術室に入室する

という学生も多数存在している．

この様な状況下において，学生自身が心身，学

習面全てにおいて十分に準備した上で，動機付け

を持って帝王切開手術に臨む，加えてそれは信頼

関係を築いた産婦の出産であるということは大き
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な意味を持つと考える．これらのことが手術室と

いう特殊な環境における分娩を「開腹手術」とい

う観点より「生命の誕生の場面」として捉えるこ

とを助け，受持ち妊婦の分娩方法として，帝王切

開分娩を肯定的に捉える事を助けていると考えら

れる．さらには妊娠後期からの関わりが，「命を

はぐくむ母性」としての理解を助けたのではない

かと考える．その結果として否定項目の低得点群

において母性意識の上昇に働いたのではないかと

考えられる．

加えて否定項目低得点群は，もともと母性意識

が平均より高い群であり，妊娠や出産，育児に対

して肯定的な思考を持っていることも，帝王切開

分娩を受容し，生命の誕生として理解する事を助

け，その結果として分娩に関わる事が母性意識を

より高める方向に働いたとも考えられる．

杉田ら10）は，母性看護実習と母性意識変化の

関連性をみた調査の中で，新生児に対するケア回

数と母性意識変化には関連がみられなかったと報

告しており，これをもとに杉田11）は「ケア経験

の多さより，実習病院のケアの取り組みが巻き起

こす母子関係に触れることの方が，影響力は大き

いと考えられる」と述べている．このことからも，

母性看護実習を母性意識との関係性で考えた場合，

重要なのはケアや見学経験の有無や回数の多さで

はなく，その実習体験の中で母子の関係性や母親

行動に触れる体験が大切であると言える．今回の

調査において，否定項目低得点群のみではあるが

帝王切開分娩見学を受持ち制としたことで母性意

識の維持・高揚に影響を与えたという結果が示さ

れたことからも，帝王切開分娩見学においても，

見学希望者全員にそのまま学生の十分な準備無く

見学を行うのではなく，母子関係を十分に観察し，

理解できる環境を提供した上で見学をすすめてい

くことが重要と考える．

以上のことから，産婦と信頼関係を築いた上で，

かつ学生自身も高い動機付けをもって，十分に準

備を整えた上で臨む見学が母性意識高揚には有効

であると言える．すなわち，実習体験の場のみを

提供するのではなく，対象妊産褥婦との関係性の

成立を基盤に置き，学習環境を整えた上での実習

体験を提供することが重要であると考える．この

結果を通じて，母性看護実習にとどまらず関係性

の成立を看護の基本とすることの重要性を改めて

認識できた．

今回帝王切開分娩見学の方法を変更したことは，

否定項目の低得点群においてのみではあるが，母

性意識の維持・高揚に有効であったと言える．今

回の調査結果から，今後の実習においても引き続

き，受持ち産婦の帝王切開分娩見学は学習の機会

として積極的に提供していく事が有効と言える．

図．1に示すように本調査での帝王切開分娩見

学率は13.2％であり，前回調査での23.9％４）と比

較して見学率は減少している．しかしそれは上記

理由により受持ちのみの見学としたためであり，

現在実習病院では帝王切開分娩率が増えつつある．

今後もハイリスク妊婦の増加が考えられ，それに

伴い学生の受持ち産婦の帝王切開分娩見学の機会

は更に増えていくことも考えられる．

ハイリスク妊婦が増加しつつある中において，

今回，帝王切開分娩見学の母性意識維持・高揚に

ついての結果が示されたことは，今後の学生指導

の中での重要な資料となると考えられる．

本学では，帝王切開分娩見学以外の実習中の体

験については結果に示す通りである.看護実践能

力が問われる中にあって,また母性領域において

実習体験の維持が難しいとされている現在におい

て，今後も帝王切開分娩見学だけではなく現在の

様々な実習体験を維持し，学生に様々な実習体験

を提供することは，母性意識高揚においても必要

なことであると言える.しかし，ただ実習体験を

提供するだけではなく，対象妊産褥婦との関係性

の成立に重点に置き，母子関係の観察等が十分に

行える学習環境を整えた上で実習をすすめること

が重要と考える．

結 語

１．母性看護実習全体を通して母性意識において

は，実習前に比較し，肯定項目では実習後有意に

得点の上昇が認められ，否定項目においては，有

意に得点の下降が認められ，実習後母性意識は有

意に高まった．

２．実習体験項目のなかでも帝王切開分娩見学に
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ついては，否定項目の低得点群において有意に得

点下降に影響しており，母性意識の維持・高揚に

効果があることが分かった．

３．帝王切開分娩の見学を術前から母親の看護を

実習した学生のみに限定する受持ちのみの見学に

変更したことで，帝王切開分娩見学を母性意識の

維持・高揚に有効な体験項目とすることが出来た．
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practice： Studentnurses'observationofcesareanbirth

anditssignificance
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Abstract

Recently,thecesareanbirthsareincreasingintendency.Itisimportanttoexaminethe

meaningofwitnessingcesareanbirthwhenthestudentnursedoeshermaternitynursing

practice.Thisresearchistoclarifyaneffectivemethodregardingexperiencingcesarean

birthwhenthestudentnursepracticesthematernitynursing.Italsoaimedtoclarifythe

educationaleffect.Theforegoingresearchdidnotindicateapparentchangesinstudents'

motherhoodconsiderationafterthetraining.Thisresearch,asanewtrial,aimedtoprove

educationalefficacybyselectingstudentstoobservecesareanbirths:fromallstudentswho

wishedtoparticipatetothestudentswhoareinchargeofthedeliveringmothers.

Thestudy'ssubjectsincludedwere167of222studentnurseswhoparticipatedinmaternity

nursingpracticefrom 2001to2004attheschoolofnursingatToyamaUniversity.The

motherhoodconsiderationwasmeasuredbyusingthemotherhoodideaquestionnairebefore

andafterthematernitynursingpractice.Thesignificancelevelwasassumedtobe5%by

usingamultiple,logisticanalysisasastatisticalanalysis.Cooperationintheresearchwas

voluntary,andthestudentsweretoldthattheirparticipationwillnotaffecttheiracademic

performance.

Theresultsshowedaconsiderableincreaseofmotherhoodconsiderationamongthe

participants,particularlyinthelowscoregroupofanegativeitem(thegroupwhichdoes

notcontrovertmotherhoodconsideration) inthematernalideaquestionnaire.Inother

crowdsgroups,asignificantchangewasnotadmitted.

Forthisreason,thisstudysuggeststhatobservationtrainingismoreeffectivewhen

restrictedtothestudentnurseswhotakecareofdeliveringmotherstopromotetheir

motherhoodconsideration.（264words）
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maternitynursing,educationaleffect,cesareanbirth,motherhoodconsideration


